
第４号 

 

 

 

 

 

 

5年生が自然教室（宿泊学習）を行いました  

 ５月１４（木）、１５日（金）の日程で５年生が脊振少年自然の家で１泊２日の自然教室（宿泊体

験学習）を行いました。日常の学校生活とは異なり、学習の場を自然の家に移しての体験活動となり

ました。児童は朝の集合、出発時からとても気持ちが盛り上がっており、この宿泊学習を楽しみにし

ていることが伝わってきました。現地では１日目はトレジャーハンティング（フィールドワーク）、

キーラックづくり（焼杉を使っての木工）、キャンドルの集いに取組みました。キャンドルの集いで

は各グループが出し物を準備しており、クイズや寸劇で楽しいひと時を過ごしました。２日目は、お

楽しみの野外炊飯でグループごとにチキンカレーライスを作って一緒に食べました。お米を研いで

火を起こしてご飯を炊き、野菜を切って煮てカレーを作りました。薪を燃やして炊いたご飯は非常に

おいしくて、カレーとともに皆で楽しくいただきました。この体験学習では三根東小の５年生も同日

程で宿泊学習に取り組んでおり、夕べの集いや朝の集いで交流をしました。自然の中で仲間とともに

過ごした体験はよい思い出となるとともに、校内外での実生活に生かせることでしょう。 

さわやかな季節です。 リレーカーニバル開催！ 

22日（金）はリレーカーニバルを行いました。先週末から全国ニュースでも気温が高い地域とし

て佐賀市が頻繁に報道されていましたので、前日の雨かの影響で当日はさわやかを通り越してかな

り蒸し暑いのではないかと心配をしておりました。実際は湿度は高いですが気温はさほど上がらず

何とかリレーカーニバルを行うことができました。一生懸命に最後まで走りぬく児童の姿を見て元

気をもらいました。またバトンをつないでいく前と後の走者二人の呼吸も合っていて普段の仲のよ

さや互いの信頼感が感じられました。リレーを一つの作品とするならば、皆で少しずつ繋ぎあって完
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成形を目指していくところにそのおもしろみや楽しさがあるのでしょう。そして皆で声援を送りな

がら最後までバトンをつなぎアンカーがゴールするところに皆で一つの「作品」を作りあげたという

充実感、達成感があふれて、自然と笑みがこぼれるのでしょう。負けたチームも「悔しい」と言いな

がら不思議と笑みがこぼれていました。今日の児童は勝ち負けを抜きにしていいスマイルが見られ

ました。最後の講評でも述べましたが。当日は一人の欠席もなく全員参加でこのリレーカーニバルが

開催できました。なんと素晴らしいことでしょう。すべての児童、保護者の皆様に感謝します。 

 

 

 

 

このリレーカーニバルは開校記念日（６月１日）を祝したイベントして行いました。明治３１年（１

８９８年）６月１日に三根西小学校が誕生して今年で１２８年を迎えます。当時は８００名以上の児

童が在籍していたという記録が残っています。 

＜６月のおもな行事＞ 

１日（月）SC来校（午前）、フッ化物洗口、委員会活動  10日（水）眼科検診、  

２日（火）全校朝会、吉野ケ里歴史公園見学（６年）     11日（木）歯科検診 

３日（水）内科検診（２，４，６年）             12日（金）春の図書館祭り               

４日（木）平和集会、登校班長会                  ～１９日（金）まで 

５日（金）租税教室（6年）               15日（月）フッ化物洗口 

８日（月）QUアンケート、クラブ活動                  18日（木）SC来校（午前） 

９日（火）腎臓検診２次、児童朝会                      19 日（金）防犯安全教室（１,２年） 

22日（月）フッ化物洗口                               23日（火）読み聞かせ 

29日（月）プールの日（１回目） 

 ※学校でも熱中症には十分気を付けております。水筒やタオルなどを忘れないように持たせ

てください。ご協力をよろしくお願いします。 

 

うれしい出来事 

三根駐在所の駐在員さんから、「６年生の４名が落とし物として家の鍵を拾って駐在所に届けてく

れました。お礼を言えなかったのでありがとうと伝えてください。」と連絡を受けました。これを聞

いて大変うれしく思いました。物が面前に落ちていても拾って警察に届けるということは、その手間

を考えると簡単にできることではありません。ましてや汚れたり雨で濡れていたりその時急いでい

たりしたらなおさらです。しかし、４人は鍵を落として困っている人の気持ちに思いを寄せ、純粋な

気持ちで拾って駐在所に届けてくれました。モノ余り時代、大量消費時代、物を大事にしなくなった

等と言われ久しいですが、一見、無機質な物体に見える落とし物にも様々な人の思いが宿っています。

無事に落とし主に届くといいなと思います。届けてくれたＫさん、Ｙさん、Uさん、Tさん ありが

とう。こんな優しい気持ちや親切心が広がってほしいと考える校長です。 


